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生徒・卒業生、保護者、ひと塾、相談者、関係者各位 

 

 

ＮＰＯ法人 フリースクール むさしの学園 

埼玉県指定技能連携校 むさしの高等学院 

電話 ０４８－４８７－０００６ 

 望月 泰宏【携帯：090-1554-1755】 

 

拝啓 

 まだまだ日中は気温が高く、玄関先の花壇では季節はずれの朝顔が咲き乱れています。皆様方におかれ

ましては、ますますご健勝のことと存じます。紅葉の便りは当分先のようですが、朝晩はずいぶん空気が

冷たくなってまいりました。風邪などひかれませんよう、ご自愛くださいね。 

今後ともご指導、ご鞭撻の程を宜しくお願い致します。 

敬具 

 お知らせ ＆ ご報告  

① 「11 月の親サロン」ご案内 

日時  11 月 29 日（日） 午後２時 30 分～５時 

会場  新座ほっとプラザ（志木駅下車、改札口を出て、左へ向かい、プラザに直行） 

 

   むさしの学園、むさしの高等学院生徒の保護者以外の方のご参加も大歓迎です。ぜひ一度お出か

けになってください。参加費は無料です。 

 

②  溝井英貴君（むさしの高等学院卒業）、織り工房『英』（ひで）をオープン！！ 

平成 26 年度卒業生の溝井英貴君が、川越に＜織り工房『ひで』＞をオープンいたしました。 

在学中から織物を学び、非常に感動的な作品を創造していました。望月も溝井君から頂いた素敵な作品 

を時々着ています。色具合が絶妙で、幸せムードになります。詳細については、ご案内を同封いたしまし 

たので、ぜひ一度行って、素晴らしい仕事ぶり、作品に接して下されば嬉しいです。 

③  平成 27年度 10月生卒業式が 9月 26日（土）に行われました 

 女子１名が、さわやかな秋空の下、無事に卒業していきました。 

最初に会ったときは、うつむき加減でなかなか顔を見せてくれなかった彼女が、高等学院の仲間たちと

大声で笑い、話すようになり、人一倍熱心にジャガイモ掘りをしたり、後輩たちにハンドメイド作品の作り方

をレクチャーしてくれたりという日々を思い出すと大変感慨深いものでした。 

 卒業後も一歩ずつ確かな歩みを進めてもらいたいと心より願っています。  
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④ 「10 月の親サロン」ご報告 

１０月４日（日）、１０月の親サロンが開催されました。久しぶりに参加されたお母さんもいて、また、お父さんの 

ご参加が１名ということもあり、お母さん中心に様々な内容で話が盛り上がりました。 

子どもに関わる課題が起こった時、お母さんが現場の中心に立たざるを得ません。子どもに一番接しているの 

はお母さんで、お父さんは会社の仕事に追われ、子どもに関することはあまり知らないのが一般的です。 

とはいえ、例えば「自分の子どもが学校に行くことができなくなった」場合、お母さんも「子どもの課題にどう対応 

して良いのか」わからないのも現実です。予想しなかった現実に直面し、混乱し、誰に相談して良いかわかりませ

ん。やはり、お父さん！と思うのが普通です。そこでお父さんに自分の悩みを話します。しかし、お父さんも「子ど

もが学校に行けない」という現実を簡単に理解できません。お父さんは「仕事が忙しい」等々の理由で、「お前に

任せるよ」というのが通常です。日常生活を殆どわからないお父さんが、「家庭内の現実の相談を引き受ける事

はきつい！」も本音と言えます。これは、お母さんが現実に戸惑っていると同じように、お父さんもそのような現実

に答えを出せる言葉がないのです。そこで表す言動が「お前に任せるよ」「奴は何を考えているんだ！わからん。

奴によく聞いとけよ」、または「沈黙」です。お母さんは「私がこんなに苦しんでいるのに！！」と嘆きます。 

お母さんもお父さんも「どうすればいいのか」という気持ちは同じだと思います。ただ違うのは、お母さんは日常生 

活の中で常に現実と向き合っていて、お父さんは仕事で家を出れば、いくら悩んでいても、子どもが苦しんでいる 

現実から離れていられる、ということです。 

では、どうすればいいのか？お母さん、お父さんが「子どもがどうしたら学校に行くことができるか」を考えるので

はなく、お父さん、お母さんが真っさらな気持ちで、「生きる過程の中で苦しんでいる」子どもの気持ちをまずは丸

ごと受け止め、「親子とは何か、夫婦とは何か、生きるとはなんだろうか」を、二人で真剣に考えることが必要な

のではないでしょうか。更に、このような現実に直面した時に大事なのは第三者の言葉です。お父さん、お母さん、

子どもで話し合っても堂々巡りで、蟻地獄に入ってしまいます。お互いにせめぎ合い、結果として良い結果になら

ないことが多いと思います。 

子どもに課題が起きた時、家庭の問題としてとらえるのではなく、社会の問題、言い換えれば「生きるとは何か」

という立ち位置が必要なのではないでしょうか。そして、第三者の言葉が必要なのではないでしょうか。 

⑤  むさしの高等学院＆むさしの学園のハロウィン・パーティー  

日時＆場所：10 月 30 日（金）午後３時～４時  むさしの高等学院（21 号室） 

参加費用：無料（※ただし、お菓子を１品お願いします♪） 

“TRICK or TREAT?（お菓子をくれないと、いたずらしちゃうぞ！）”でおなじみのハロウィンのお祭り。

「むさしの」では、コスプレ大会＆ゲーム大会＆お茶会として開催します。 

思い思いの仮装をして、ゲームで盛り上がっちゃいましょう！ 

⑥  農業プロジェクト 秋の種まき！ 

      猛暑、長雨から解放された９月19日。農プロメンバーで、秋の種まきを敢行してまいりました！卒業生 

の現役大学生（農業科）からの差し入れの種は、「サラダ京水菜」「青首総太り大根」「チンゲンサイ」

「小松菜」「時無し五寸（ニンジン）」「豊葉ほうれん草」の６種類。土を耕し、畝を作り、小さな種を蒔いて

いく。大きくなれよと心の中で呟きながら。 これぞ！農耕民族のＤＮＡかと(笑) 

       これからは、雑草取りや間引き、水やり、追肥などを行っていきます。夏の一気に大きくなるパワーと

は異なって、じわりと着実に成長していく冬のしたたかさを見習って、農プロ頑張ります！ 


